
｢誰もが、より生きやすい栗原に！｣ 
セクマイ・ダイバーシティ栗原 代表 白鳥颯也 

                                            多様な性を持つ全ての人が住み易い栗原を目指し、交流会や情報発信をしている｢セクマ
イ・ダイバーシティ栗原｣です。人間の性（セクシュアリティ）は、体の性別・性行為に留ま
らず、心理的・社会的な面を持ち、生まれてから死ぬ生涯のあらゆる場面に関わる多様な人
格の一部です。そして、セクシュアリティは誰もが持つ個人の権利でもあり、心身の健康を
維持するためには、他人や社会から強要されずに個人が自由に自分の性の在り方を決定する
必要があります。しかし、同性が恋愛や性的対象である人や恋愛や性的感情を持たない人、
体の性別と心の性別が一致しない人、体の性別に捕らわれない身なりや仕草などをする人、
体の性別の発達が典型的ではない人など、少数派の多くが偏見の目で見られ、差別され、法
的にも守られず、人権を侵害されている現状があります。また、そのような差別を恐れて、
自分が当事者であることをカミングアウトできないでいる人も多くおり、当事者間の交流や
情報収集も簡単ではありません。 セクマイ・ダイバーシティ栗原は、そのような現状に生き
る当事者のための交流会を開き、インターネットなどで情報発信をして、地域に不足してい
る資源を補っております。今後は、栗原市内で講座や研修を積極的に実施し、多くの方に多

様な性についての理解を広げていく予定です。                                                                                                                             
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HPから利用申請書類のダ
ウンロードができます。 

市民活動、ボランティア活
動の簡易事務所として利
用できます。詳しくはお問
い合わせ下さい。 

活動書類や備品等を収納
できます。ご活用下さい。 

New!                   
ダウンロード     

できます！
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☆お知らせです！☆ 
まちのたからばこ ｢セクシュアリティ講座｣                            
【実施日】平成30年11月10日(土)、17日(土) 

【会場】栗原市市民活動支援センター                                              

【申し込み】予約はHP、Twitter、Facebook、LINE@、  
またはメール、電話

セクマイ・ダイバーシティ栗原さんの情報はこちら！                                       

▶  HP:https://kurihara-sekumai-diversity.jimdo.com/             

▶  TEL:080-6020-7145                                                              

▶  MAIL:fashion_sense_0_0702@yahoo.co.jp

貸ロッカー        

あります

貸事務室     

空いています



今回は“三浦酒舗”の                          
“三浦 靖之”さんです！ 

  栗原の地酒専門店(有)三浦
酒舗の三浦靖之と申します。
家が栗駒で酒屋をしておりま
して、今年の2月に家業を継
ぐため戻って参りました。一
度地元を離れて戻り、思うこ
とは地元の変化です。新しく
出店した店舗や山の駅の開設、
マイナス要素ばかりでなくプ

ラス要素が多くあります。最近は商店街でも観光客らし
き人がチラホラ歩いていることが増えています。お盆な
どは旧栗駒駅周辺は人であふれていました。こういった
外から来る人をいかにキャッチするかが大切で、それが
地域の活性化につながると思います。そういった意味で、
SNSなどの手段で情報を発信し、商売を通して地域経済
を活性化していけたらと思います。                                                                                              

(有限会社三浦酒舗 / 三浦) 

このコーナーでは、各自治会での活動や取り組みについてご紹
介します。 インタビューで頂いた内容については、貴重な参考
事例として、栗原の地域づくりに活かして参ります。 

   ｢1人でも、2人でも、参加者を増やしたい。｣と話すの
は、金成北自治会長の高橋永市さん。同地区では、10年
以上前から｢親睦｣と｢健康づくり｣を目的にウォーキング
を開催しています。ウォーキングは自治会活動のメイン
であり、年に2回、炭焼藤太のお墓や奥州街道など、｢歴
史とロマンのまち・金成｣ならではのコースを巡り、地域
の宝物を再確認しながら歩きます。距離は3kmから
10km程度のため、コースを選ぶ際には休憩場所をしっか
りと確認します。参加者の数に影響するからだそうです。
時には、ウォーキングだけでなく、市民バスの活性化を
考え、利用することもあるそうです。どうやったら自治
会活動に参加してもらえるか、いかに若い人たちを巻き
込んでいくか、常に新しいことを考え、ヒントを探して
いるとのこと。｢気兼ねなく、普段着のままで参加してほ
しい。｣と、高橋さんは優しく呼びかけていました。 

(栗原市市民活動支援センター / 高橋)
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‣ 栗原で頑張る人を応援！

まちづくりコラムリレー

「まざらいん！」金成北自治会

次回は、 
萩野酒造の佐藤 善之 

さんです！

‣ 地域インタビュー
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